
 

               

 

 

和歌山市指定文化財の新指定について 

 

 このことについて、和歌山市文化財保護審議会からの答申を受け、次のとおり５件

（１件は追加指定）の文化財資料が、令和７年３月３１日付で和歌山市指定文化財と

して新たに指定されました。これにより、和歌山市指定文化財の件数としては、これ

までの８６件から４件増えて９０件となります。 

 

名 称 種 類 員 数 所在地 所有者 

釈迦
し ゃ か

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

及び 

阿難
あ な ん

尊者
そんじゃ

立像
りゅうぞう

・ 

迦葉
かしょう

尊者
そんじゃ

立像
りゅうぞう

 

彫刻 ３躯
く

 和歌山市鷹匠
たかじょう

町
まち

 禅林寺 

 

  雲版
うんぱん

 

 

工芸 １面 和歌山市鷹匠町 禅林寺 

井辺遺跡井戸出土品  

一．椅子
い す

 

一．鉢
はち

 

一．木
もっ

甲
こう

 

一．斧柄
お の え

  

一．横
よこ

鎚
づち

 

一．土器
ど き

・石器
せ っ き

 

考古 

 

１脚 

１点 

１点 

1 点 

1 点 

15 箱 

和歌山市七番丁
しちばんちょう

 和歌山市 

 

和歌山
わ か や ま

城跡
じょうあと

渡辺
わたなべ

屋敷
や し き

 

地
じ

鎮
ちん

具
ぐ

 石球
せっきゅう

 

考古 

 

 

４点 

 

 

和歌山市七番丁 

 

和歌山市 

 

 

和歌山城御橋廊下 

橋脚礎石 

 

歴史資料 ４基 和歌山市一番丁 和歌山市 

 

担 当 課 文化振興課 

担 当 者    後藤、清水 

電    話 （073）435－1194 

内  線      3018 

資 料 提 供 

令和７年 ３月３１日 



新指定１ 釈迦
し ゃ か

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

及び阿難
あ な ん

尊者
そんじゃ

立像
りゅうぞう

・迦葉
かしょう

尊者
そんじゃ

立像
りゅうぞう

 ３躯  

    ～ 豪華絢爛な仏様 ～ 

和歌山城の南にある通称寺町
てらまち

の南東端に所在す 

る禅林寺
ぜんりんじ

は臨済宗
りんざいしゅう

妙心寺派
みょうしんじは

の古刹
こ さ つ

で、『紀伊
き い の

国
くに

名所
めいしょ

 

図会
ず え

』等によると、創建年代は不明ですが寛永
かんえい

８年 

（1631）に徳川
とくがわ

頼宣
よりのぶ

が夾山
かっさん

和尚
おしょう

に命じて現在の地に 

再興させたとされています。 

禅林寺本尊の釈迦如来坐像及び阿難尊者立像・ 

迦葉尊者立像は三尊共に奥行
お く ゆ

きのある体躯
た い く

で、破綻 

の無い優れた作
さく

行
ゆ

きで、着衣
ちゃくえ

の彩色
さいしき

も文様
もんよう

表現がち 

密で金
きん

彩
さい

がふんだんに使われているなどの特徴があ 

げられます。禅林寺の当地への移転の経緯からも、 

寛永時の境内整備にあたって藩の関与が十分想定さ 

れ、本像はそのことを今に伝える貴重な作品です。 

なお、中尊
ちゅうそん

の釈迦如来坐像は昭和４２年(1967) 

に和歌山市指定文化財に指定されていますが、令 

和５年度に市が実施した文化財調査により、両脇
わき

侍
じ

 

も中尊釈迦如来坐像と作風が共通しており、一
いち

具
ぐ

の 

ものであることが確認されました。 

 

新指定２ 雲版
うんぱん

 １面   

     ～ 禅宗寺院の時をつげる音 ～ 

禅林寺
ぜんりんじ

第四世大洞
だいどう

慧
え

柏
はく

の時代（元禄
げんろく

１３年 

(1700)）に禅林寺に寄進
き し ん

された雲版です。 

雲版は主
しゅ

として禅宗
ぜんしゅう

寺院
じ い ん

で使用され、主に 

食事の合図や、坐禅
ざ ぜ ん

の終りを告げる為に鳴ら 

す梵
ぼん

音
おん

具
ぐ

で、輪郭を雲形
くもがた

につくるところから 

この名があります。本品は縦６９．３ｃｍ、 

横５３．７ｃｍ、厚１．５ｃｍの正円形に近 

い両面式
りょうめんしき

の青銅製
せいどうせい

鋳造
ちゅうぞう

の大型の雲版で、外
がい

 

区
く

に蓮
はす

唐草
からくさ

文
もん

や雲
うん

文
もん

を廻
めぐ

らすなど装飾性
そうしょくせい

豊か 

な重量感のある優れた作行きを示しています。 

また、寄進された経緯と時期が記された紀
き

年
ねん

 

銘
めい

がある点でも重要です。 

 

 

 

 



新指定３ 井
いん

辺
べ

遺跡
い せ き

井戸
い ど

出土品
しゅつどひん

  

一．椅子
い す

 １脚 、一．鉢 １点 、一．木
もっ

甲
こ う

 １点 、一．斧柄
お の え

 １点 、一．横
よこ

鎚
づち

 １点 、

一．土器
ど き

・石器
せ っ き

 １５箱 

  ～ 木の国、和歌山のバラエティーに富む木製品 ～ 

井辺遺跡は紀の川南岸
なんがん

の福飯ヶ峯
ふくいいがみね

北西に位置する標高３m前後の沖積
ちゅうせき

地
ち

上に立地する弥

生時代～古墳時代を中心とした遺跡です。本品は井辺遺跡の東の居住域
きょじゅういき

の一角における調

査（井辺遺跡第２２次発掘調査）において検出
けんしゅつ

した井戸から出土した弥生時代後期の土器

を伴う木甲、椅子等の木
もく

製品
せいひん

の一括資料です。木甲や椅子といった威儀
い ぎ

具
ぐ

だけでなく、農

工具や飲食
いんじき

具
ぐ

も一括で出土しており、弥生時代後期の木製品の多様性や実態を端的にあら

わす良好な資料であるだけでなく、出土品の遺存
い そ ん

状態
じょうたい

が極めて良好であることも大きな特

徴の一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椅子                 弥生土器 

 

新指定４ 和歌山
わ か や ま

城跡
じょうあと

渡辺屋
わたなべや

敷地
し き じ

鎮
ちん

具
ぐ

 石球
せっきゅう

 ４点 

    ～ 法華宗の守護結界 ～ 

和歌山城跡は紀州徳川家と関係の深い家臣 

団の屋
や

敷地
し き ち

であった和歌山城三の丸を中心と 

した遺跡
い せ き

です。近年、和歌山城ホール建設、 

和歌山県立医科大学薬学部開設等に伴い、紀 

州徳川家の重臣
じゅうしん

の屋敷地跡の調査が相次いで 

行われました。 

石球の出土地点は和歌山城ホール建設に伴 

っておこなわれた和歌山城跡第３４次発掘調 

査において渡辺家屋敷跡の敷地の西側３分の１ 



ほどにあたる箇所の東・西・南・北の中軸線上に位置する地
じ

鎮
ちん

遺構
い こ う

に伴う遺物と考えられ

ています。日蓮宗
にちれんしゅう

と関係の深い「妙法
みょうほう

蓮華
れ ん げ

経
きょう

」や「大黒天
だいこくてん

神授
しんじゅ

文
もん

」の一節
いっせつ

が墨書
ぼくしょ

された

これらの石球は近世の法華宗
ほっけしゅう

（日蓮宗）の地鎮・作法
さ ほ う

に伴う遺構・遺物である可能性が極

めて高いと考えられ、近世における上級武士の屋敷跡における地鎮の作法・宗派まで特定

できる極めて貴重な資料であると考えられます。 

 

新指定５ 和歌山
わ か や ま

城
じょう

御橋
お は し

廊下
ろ う か

橋 脚
きょうきゃく

礎石
そ せ き

 ４基 

     ～ 藩主がわたった御橋廊下の礎石 ～ 

御橋廊下は和歌山城の二の丸と西の丸をつなぐ廊下橋で、この橋を通行する人は藩主や

その関係のごく限られた人たちであったと考えられます。御橋廊下は『和歌山
わ か や ま

御城内
ごじょうない

惣
そう

御絵図
お ん え ず

』の年代から１８世紀末には存在していたと考えられていましたが、二の丸西内
にしうち

堀
ぼり

櫓
やぐら

台
だい

の発掘調査により、御橋廊下に関連する３時期の遺構
い こ う

が確認され、１７世紀中頃以前に

は存在した可能性が指摘されています。また、御橋廊下は明治 3 年まで存在していた記録

があることから、明治時代の前半期に解体されたと考えられています。御橋廊下橋脚礎石

は西内堀浚渫に伴う発掘調査（史跡
し せ き

和歌山
わ か や ま

城
じょう

第２２次調査）の結果、御橋廊下の橋脚は３

本１組、8 列の計２４本で構成されており、いずれも長方体
ちょうほうたい

で上面に円形のほぞ穴を持つ

構造で、花崗岩
かこうがん

製であることが判明しています。検出された堀内の礎石のうち、５・６列

目に使用されていた礎石とみられる原位置を保っていない４基が復元工事時に西の丸に移

設されています。これらの御橋廊下橋脚礎石は明治時代初頭まで存在した御橋廊下および、

復元された現在の御橋廊下の基礎資料ともなっています。 

 

 

 

 


